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が，ブログや SNS（Social Networking Sercice），動画共有サービスの拡充により大きく下
げられていったからである．2015 年 3 月現在では，小中学生の SNS 利用にともなう弊害
が社会的問題として取り上げられるようになるほど，ウェブを通じた情報発信は身近なも
のになりつつある． 



















































 第Ⅱ部では，第 5 章において，ネットコミュニティ上の告知に応じて公園などで大人数
でのパフォーマンスをおこない，その様子をウェブ上に投稿するダンスオフ（「踊ってみた」
オフ）の最初の事例である「ハルヒダンス」のオフ会を中心に取り上げる．この事例を通じ
































































































































































































































































がなされている（「【米 TIME 紙】田代がビン・ラディン抑え世界一！」 
http://ebi.2ch.net/keiba/kako/1008/10087/1008746699.html, 2015.3.14 閲覧）． 
 
1 名前： 鉄腕 28 号 ◆Atom.28g 投稿日： 01/12/19 14:25 ID:/XAFIJE7 
 
2001 年を締めくくるに，ふさわしい祭りです！  
 
米【TIME】紙が「Person of the 2001」の投票を行っています．  






















Person of the Yearの投票で田代まさしを一位にしようとするインターネット上の運動の
ことを指す．A Person of the Yearとは，『TIME』誌が毎年その年を代表する人物を選出し，
最終号の表紙をその人物に飾らせるニューイヤー企画であるが，1927 年から続く当企画に
より選出された人物には，ガンジーやチャーチルなど，著名な人物が名前を連ねている．一
方，田代まさしは 2001 年 12 月に，風呂場の覗き行為や覚せい剤所持といったさまざまな
スキャンダルを起こし，所属事務所を解雇されていた9．そのような人物を，米国同時多発
テロ事件が起こった 2001年の A Person of the Yearにあえて選ぼうとした運動が起こっ
たのは，オンライン上でのコミュニケーションを通じ，田代は暗い事件の続いた 2001年の





吾らが教祖，田代氏が，世界一の重要人物になれるよう清き 1 票を！  
アメリカ人を驚かせてやれ！（藁 
9 田代は 2000 年の女性のスカートの中を覗いた盗撮容疑での書類送検に続き，2001 年 12
月 9 日にアパートの風呂場を覗いたとして現行犯逮捕された（『朝日新聞』2001 年 12 月
11 日[東京]朝刊 社会面）．さらに，覚せい剤取締法違反（所持）容疑で逮捕され，11 日付






















の形式である．「吉野家祭り」は，2003 年まで散発的に行なわれていたが，2004 年 BSE の
影響により牛丼が吉野家のメニューから消えることで廃れることとなる．この「吉野家祭り」
の実態について，伊藤昌亮は 2002 年 12 月 24 日に吉野家新宿靖国通り店にて行なわれた
オフ会への参与観察を通じて「祭り」の儀礼的パフォーマンスを指摘した（伊藤 2005; 2011）． 




11 個人サイト「Not Found」の 2001 年 4 月 8 日の日記がそのオリジナルとされる．
（http://web.archive.org/web/20050308231704/http://www2.diary.ne.jp/logdisp.cgi?user
=69964&log=20010407, 2015.3.22 閲覧 ※元サイトがすでに消失しているため，























（４）折り鶴 14 万羽プロジェクト 
 2003 年 8 月 1 日，関西学院大学の学生により広島平和記念公園の折鶴が燃やされる事件
が起こった．その直後，燃やされた分の折鶴を折り公園に送ろうという提案が２ちゃんねる



















 モルドバ出身の音楽グループ O-Zone の「Dragostea din tei」におけるモルドバ語の歌詞
を，異なる日本語に読み替える「空耳」歌詞を元にしたフラッシュムービーが 2004 年 10
月頃より個人の手で多数作られ，２ちゃんねる上で大きく話題になった．その盛り上がりを





一方で，海外では，ゲイリ ・ーブロルスマという少年によってなされた「Dragostea din tei」
の音楽にあわせて踊る「Numa Numa Dance」が 2004 年 12 月以降，人気となり，現在も
それに類似したダンスの動画がさまざまな人の手によって動画共有サイトにアップロード








                                                 
14 オフ会の様子とその後の顛末については，以下のサイトに詳しい．「折り鶴 14 万羽プロ
ジェクト～広島オフレポじゃけん！～」（http://www.geocities.co.jp/HeartLand-
Oak/1739/, 2015.3.22 閲覧） 
15 Numa Numa Dance への言及は遠藤（2007）に詳しい． 
22 
 














している．たとえば，1999 年度末（2000 年 3 月）時点で 21.4％だった普及率は 2003 年度
末（2004 年 3 月）には 64.2％と 4 年間で 3 倍以上に伸びている（表 1.1.1.参照）． 
 
表 1.1.1. インターネット利用者数および人口普及率（データは各年度末） 
                                                 
16 「ネットでは住人たちが一つの話題に群がり，ときに『悪意』が燃えさかる．彼らはそ
れを『祭り』と呼ぶ．」（『毎日新聞』2007 年 1 月 1 日[東京]朝刊 一面） 
















70.8 72.6 73.0 
75.3 78.0 78.2 














































































































































                                                 
19 たとえば，Levy は 1950 年代当時 MIT に設置されていった IBM 製のメインフレー
ム・コンピュータ IBM704 について，以下のような記述を行なっている．「IBM704 は値
段にして数百万ドルもした．図体はひと部屋全部を占領し，常にプロのオペレーター要員
の一団が注意を払わなければならない神経質なマシンで，内蔵した真空管が白熱して致命




























21 以上の「ハッカー倫理」に関する詳細な記述は，（Levy 1984=1987 : 32-45）を参照． 
22 「何かを改善するのに，必要な知識を得られないとすれば，どうして問題を解決できる



































                                                 
25 この会議には Apple 創業者の一人 Steve Wazniak や「ザナドゥ構想」で有名な Ted 




















対し，1984 年の「ハッカーズ会議」に参加していたハッカーの一人である Richard Stallman











                                                 
Wazniak もそのクラブの成員の一人であった． 
28 この「事件」の経緯に関しては，（Wallace & Erickson 1992=1995：128-137）や
（Levy 1984=1987：300-310）に詳しい．ここで取り上げたように Gates はこの一件に大
きな怒りを示したが，Wallace & Erickson は，Gates が非難したホビイストたち行為が，
Gates らが作り出したタイニーBASIC を「生まれたばかりのマイクロコンピュータ業界に
おいて，事実上の標準」にしたと述べている（Wallace & Erickson 1992=1995：137）． 
29 フリーソフトウェアにおける「自由」の定義については Stallman による説明がインタ
ーネット上で公開されている．以下の URL の記事，もしくは，（Stallman 2002=2003：
71-74）を参照．「フリーソフトウェアの定義」(http://www.gnu.org/philosophy/free-















ンランドの一学生 Linus Torvalds が開発を始めた Linux が，先行していたフリーソフトウ
ェア運動よりも早く高品質の OS（オペレーティング・システム）を作り上げたことに起因
している． 











31 「フリーソフトウェア運動」では，独自の OS を作ることを開始当初よりその目標とし
ていたが（GNU プロジェクト），結局後発のプロジェクトである Linux が先に完成するこ
ととなる． 
32 1997 年に Linux Kongress で発表されたこの論文は，1998 年にはインターネット上に
公開された．以下の URL でその原文を見ることができる．また，この論文はウェブ上で
その内容のアップデートを繰り返しているが，本稿では 2001 年に書籍として発行された
ものを参照している．「The Cathedral and the Bazaar」
(http://www.catb.org/~esr/writings/cathedral-bazaar/, 2015.1.10 閲覧) 















る．そのことが Linux の発展を支えたと Raymond は指摘する（Raymond 2001）．Linux
を代表とするソフトウェアは，やがてフリーソフトウェアと区別される形で「オープンソー
スソフトウェア(Open Source Software)」と呼ばれるようになる34． 
このような「バザール方式」は，1990 年代後半においてソフトウェアの制作方法として
認識されていたが，現在ではさらにさまざまな領域に拡大している．とりわけ，「Web2.0」
（O’Reily 2004）35と呼ばれる 2000 年代半ばからのインターネット上に顕在化し始めたサ
ービス群（Web2.0 アプリケーション）においては，この「バザール方式」をさまざまな分




34 以下の URL における「History of the OSI(Open Source Initiative)」を参照．
「History of the OSI | Open Source Initiative」 
(http://opensource.org/history, 2015.1.10) 



























図 2.3.1. コンピュータによる集団創作活動の形態の変遷 
時期 インターネット普及以前 Linux 以後（1991 年～） 
Web2.0 以後 
（2000 年代半ば～） 











                                                 
36 Web2.0 を提唱した（O'Reilly 2005）を参照．「群集の英知（the Wisdom of Crowds）」
に対する視点がそこでは述べられている． 
37 このような「バザール方式」的な創作活動を（Tapscott & Williams 2006=2007）では






























                                                 
38 たとえば，動画共有サイト「ニコニコ動画」での人気動画として知られた「たぴ・ぱん」（2007 年 10































                                                 
39 クリエイティブ・コモンズの理念などは，同公式のホームページに詳しい．以下の URL を参照．
「Creative Commons Japan - クリエイティブ・コモンズ・ジャパン」
(http://www.creativecommons.jp/, 2015.1.10) 
40 「ピアプロ」は「Peer Production」を略して名づけられたという．次の URL を参照．「PIAPRO(ピア
プロ)」（http://piapro.jp/, 2015.1.10） 












第４章 日本の「DiY 文化」とネット文化の交わり 

















































                                                 
42 「彼女たち（筆者註：『翼』同人誌を創作する女性たち）は『翼』における少年同士の関係に重点をお
いて＜プログラム＞として抽出し，これを誇張して用いるので，『翼』同人誌のキャラクターは原作と似




























































































                                                 
43 下記 URL の「製作日記」2006/08/22(Tue) 11:33 の日記を参照．（http://07th-
expansion.net/Cgi/clip/clip.cgi, 2015.1.10 閲覧） 
44 「メタ物語」化された構造を作品に内包する「ひぐらしのなく頃に」の「世界観」については，東
（2007: 226-235）に詳しい． 
45 同じく，同人ゲームソフトとして 2000 年代より人気のある「東方 Project」と呼ばれる作品群の作者
ZUN も竜騎士 07 同様，自身の作品の二次創作を許可している．詳細については以下の URL を参照．
（http://www16.big.or.jp/~zun/html/th10man/html/faq.html#faq32, 2015.1.10 閲覧） 
41 
 

























                                                 
46 毛利は，鈴木慎一郎がレゲエ文化について用いた概念を拡張して，現代の社会を「ハイパー・プロダク
ティヴィティの時代」と呼んでいる（毛利 2008: 76）． 
47 その最初の事例として角川グループホールディングス（現・KADOKAWA）による自社コンテンツの n次創
作の利用容認が挙げられる（「角川，投稿アニメで広告，ユーチューブと連携，投稿者含め収入分配」
『日本経済新聞』 2008年 5月 26日 [東京] 朝刊 9面）．2010年以降，角川グループホールディングス






































 2007年 3月 21日，日本有数の電気街の一つである大阪・日本橋では，大阪市がメインス
トリートである堺筋の一部を歩行者に開放してパレードなどのイベントを催す「第 3 回日
本橋ストリートフェスタ」が開催されていた．予定されていたあらかたのイベントも終了し，























































5.3. 2006 年「ハレ晴レユカイ」関連オフのエスノグラフィ 
「ハレ晴レユカイ」に関連した「祭り」活動は二つに分けることができる．一つは，2006














 先述したように，『涼宮ハルヒの憂鬱』は，2006年 4月～7月にかけて独立 UHF系にて深
夜帯に放送されたアニメである．このアニメの第一話の放送直後，インターネット上の匿名












                                                 












50 以下のスレッドを参照．なお，スレッドの開始時刻は 2006/05/05(金) 21:51:53 となっ
ている．「ハレ晴れユカイ（ハルヒ ED）購入 OFF 会 in 大阪」（原文ママ）






233 ：大阪幹事 ◆5oCIRMxqMU ：2006/05/13(土) 01:31:12 ID:dQCMy5y60 
５月 14日（日）；ハレ晴れユカイ購入オフ会  
集合場所：日本橋公園（旧ヤマギワソフト裏，日本橋小学校の隣）  
       わからない人は誘導するようにします．）  
地図；http://map.yahoo.co.jp/pl?nl=34.39.24.951&el=135.30.30.323&la=1&sc=2&CE.x=367&CE.y=102  
13:30～14:00  日本橋公園に集合，予約購入組はゲーマーズ難波店にいって CD購入  
 
このとき２０人のグループが先に店に行ってもらい中央の特別ハルヒ ED 専用レジで購入してもらいます．  
この購入者が１０人減ることに公園のほうと連絡とりあって列の人数を増やすという要領で，みんなに  
CDを購入してもらいます．  
ここで，現地購入組の分の CDがあるかどうかは定かなので日曜日までに確実に欲しい人は別に買ったほうが  
望ましいです．  













                                                 
51 同スレッドにおける書き込み














写真 5.3.1.1.「祭り」の証としてつくられた「タワー」（2006年 5月 14日 筆者撮影） 
 
 
写真 5.3.1.2.各自が購入した CD を集めて作られた「記念撮影」用の文字 
（2006 年 5 月 14 日 筆者撮影） 




























                                                 
53 たとえば，「うえむ＠日本橋的ｵﾀｸの不定期日記」内の記事「ハレ晴れユカイ（ハルヒ


























                                                 
56 社団法人日本レコード協会は，累計 10 万枚以上を出荷した CD に対して，ゴールド等
の称号を認定している．「ハレ晴レユカイ」は，2006 年 8 月 10 日付の「ゴールド等認定
作品認定（2006 年 7 月）」内にて正式に認定が発表された．










が出始めた．たとえば，CD 発売前に YouTube に投稿された動画としては，以下の動画が挙
げられる（表 5.3.2.1）． 
表 5.3.2.1.初期の「ハルヒダンス」動画57 
アップロード日 タイトル URL 
2006/04/18 Haruhi Live Action ED Parody https://www.youtube.com/watch?v=FSpwiGFyvo8 
2006/04/22 suzumiya haruhi no yuuutu vipper Edit https://www.youtube.com/watch?v=6FmZIAr3HCk 
2006/04/22 suzumiya haruhi no yuuutu vipper Edit2 https://www.youtube.com/watch?v=G3gQwF89308 
2006/04/29 suzumiyaharuhino yuutuED zissya https://www.youtube.com/watch?v=izWfZrrbpog 
2006/05/06 CRAZY Haruhi Otaku https://www.youtube.com/watch?v=SOBT2immZ6Q 







 この動きに触発される形で，5 月になると，当時，日本の SNS の代表格であった mixi で
                                                 




















写真 5.3.2. mixiと２ちゃんねるにおいてなされたダンスオフの告知 
（2006年 5月 19日閲覧） 
 
                                                 
58 なお，mixi 上の，「みんなでハルヒの ED 曲を踊ろう」コミュニティ自体は 2006 年 4
月 12 日に作成されていることが確認できる．ただし，２ちゃんねる上などでダンス「祭












































写真 3-3 「本番」直前の様子．奥にいるカメラを手にした 3名が「撮影班」と呼ばれてい












当日の晩には YouTube 上に投稿された．そして，30 名もの，当時としては「大人数」のパ
フォーマーが踊った「全員バージョン」や，「うめぇバージョン」，初めから「ネタ」目的で
撮影された「キメェバージョン」がインターネット上で話題を集めることとなった60．また，
                                                 
60 「haruhi hare hare yukai dance off in osaka All Ver」や「haruhi hare hare 





































2006 年 9 月 16 日 
株式会社京都アニメーション 
（https://web.archive.org/web/20061004155325/http://www.kyotoanimation.co.jp/haruhi




たとえば，本章の冒頭に描写した 2007年 3月 21日の大阪・日本橋のダンスオフのほか，









写真 5.3.3.1. 大阪城公園で開かれた「ハルヒダンス」のオフ会 
（2008 年 2 月 21 日 筆者撮影） 
                                                 
62 秋葉原の大規模なオフ会の様子は，「アキバ blog」内の 2007 年 3 月 26 日付の記事
「『驚異的な大人数でハレ晴レユカイを踊る OFF』 40 人弱でハルヒダンス」
（http://www.akibablog.net/archives/2007/03/harehareyukai_070326.html, 2015.03.22



































66 2009年 5月 2日～5日に札幌，仙台，東京，名古屋，大阪，広島，福岡の計 7 都市で開





















5.4. Web2.0 アプリケーションが生み出したダンスオフの文化の拡大 















5.4.1. 動画共有ウェブサイト：感性を共有しやすい CMC の実現 
2000 年代におけるデジタル技術の変容として，インターネットのブロードバンド化やブ
ラウザのマルチメディア化，撮影機器の低価格化，さらに，デジタル動画編集の容易さなど



































































71 2007 年 2 月 3 日に西宮市で行われたダンスオフの主催者への聞き取りによる． 



































74 参考までに，もっともハルヒダンスが盛り上がっていた時期である 2007 年 10 月 8 日


























































































































































































第 6 章 「聖地巡礼」現象――郊外に拡張する「趣都」 
 
6.1. 郊外地域の「趣都」化 
 2010 年 7 月 3 日，滋賀県犬上郡豊郷町にある各個人商店の軒先には，美少女キャラクタ
ーのポスターが掲示されていた．描かれているキャラクターは琴吹紬．2009 年 4 月～6 月







写真 1-1 豊郷町内の各商店に貼られた美少女キャラクターのポスター 







































































                                                 













































とになった．つくばエクスプレスの開通（2005 年 8 月），ヨドバシカメラマルチメディア
Akiba の開店（2005 年 9 月），さらには産学連携の基幹施設である「秋葉原クロスフィール
ド」の開業（2006 年 3 月）と，さまざまな施設が 2005~2006 年にかけて JR 秋葉原駅周辺
に完成するようになり，「オタク」消費者以外の顧客層が街を訪れる契機となった． 
また，同時期にマスメディア上において「アキバブーム」が起きていたこと80もそれに拍













                                                 
80 その端緒をつけたとされるのが，2004 年から 2005 年にかけて矢継ぎ早にメディアミッ
クス展開がなされた『電車男』である．2004 年 3 月から 5 月にかけて『２ちゃんねる』
の関連スレッド上で大いに盛り上がった『電車男』は，その後に書籍化（2004 年 10 月発






写真 6.3.1. 秋葉原の歩行者天国におけるパフォーマー 





消費者からは不評であったともされる81（森川 2008: 269）． 
歩行者天国のパフォーマーについては，やがて一部に過激なパフォーマンスをする者が





状況は 2008 年 6 月 8 日に発生した秋葉原連続殺傷事件により，その解決策を見出せないま



























                                                 
83 「凶行のあと秋葉原事件１年（下）ホコ天，揺れる再開．」（『日本経済新聞』2009.6.8
朝刊，東京, 30 面） 
84 「ホコ天，期待と懸念 巡回態勢議論へ 秋葉原事件から２年」（『朝日新聞』2010.6.9
朝刊，東京西部，33 面） 
85 「歩行者天国のルール」（http://akiba-




















写真 6.4.1. 秋葉原（左写真）と日本橋（右写真）における美少女イラストの表出 
（左写真・2010 年 5 月 22 日筆者撮影，右写真・2010 年 6 月 4 日筆者撮影） 
                                                 
86 森川（2008）は，秋葉原連続殺傷事件以降，地域住民の，地域の外部から入ってきた趣
味への嫌悪感の顕在化を事例として秋葉原に「趣味の対立」が存在することを指摘した． 
87 「平成 17 年国勢調査 都道府県・市区町村別統計表（男女別人口，年齢（３区分）・割
合，就業者数，昼間人口など））」（http://www.e-


























知られるきっかけとなった埼玉県久喜市鷲宮地域（2010 年 3 月 22 日まで埼玉県北葛飾郡
鷲宮町），もう一つは現在に至るまでファン主催のイベントを「聖地」となった旧小学校の
公共施設で開催している滋賀県犬上郡豊郷町である．これらの地域では「趣味の表出」を通
                                                 
88 geek, 2010,「アキバ Blog について」










 「アニメ聖地」を「巡礼」する行為は 1990 年代から存在していたといわれるが 6)，その
存在がマスメディア上で大きく報道され，その行為が注目されるようになったのは，埼玉県
久喜市鷲宮地域（旧・埼玉県北葛飾郡鷲宮町）におけるまちおこしがきっかけであろう． 










                                                 
90 『らき☆すた』は角川書店より発行されている 4 コマコミックを原作とする作品であ




ング 2 位を記録し（2007 年 6 月第 1 週），アニメ DVD も好調なセールスを記録するな
ど，好評を博した． 
91 現在は記事がネット上から消失しているが，MSN 産経ニュース上に掲載された 2007




てであるという（2012 年 3 月 3 日に筆者が主宰した大手前大学「メディア文化」メジャ
ー第 1 回公開研究会の松本氏の講演で言及された）． 
92 たとえば，この鷲宮の観光客誘致の盛り上がりについてさかんに参照されるデータは，
地域内の鷲宮神社の三が日の参拝客数の増加である．鷲宮商工会によると，アニメ放送前
の 2007 年（9 万人）と比較して 2010 年には 5 倍（45 万人）まで伸びたという（山村 







写真 6.5.1.1. 鷲宮における美少女イラスト＝ファンアートの表出 































（2014 年 9 月 7 日 筆者撮影） 
 










写真 6.5.1.3. 土師祭における「らき☆すた神輿」と担ぎ手となるファンたち 
（2009 年 9 月 6 日 筆者撮影） 
 












名所があるが，2009 年 4 月に TV アニメ『けいおん！』が放送されたのち，最も注目を集
める「観光名所」となったのが豊郷小学校旧校舎群である．この施設の『けいおん！』の登
                                                 








2009 年 5 月に耐震工事を完了した後アニメファンが多数訪れる「アニメ聖地」となってお
り，2012 年には国の登録有形文化財に登録されるなど，まちのシンボルとなっている施設
である． 
2009 年 5 月のこのアニメファンの反応をいち早く察知した地元の商工会や観光協会は，



























群）」（http://bushitsu.blog47.fc2.com/, 2015.3.24 閲覧）が 2009 年 6 月 10 日から現在

















たとえば，2009 年 9 月 21 に開かれたファン有志による「オフ会」では，アマチュアバ
ンド 4 組の演奏が敷地内の講堂で行なわれ，約 300 人のファンが全国から訪れた100．この
講堂も，アニメ作品内において登場人物たちが所属する軽音楽部が文化祭などで演奏する
                                                 
99 豊郷小学校旧校舎群で開催されるイベントについては，先に紹介した「今日の部室(け
いおんの舞台 豊郷小学校旧校舎群）」（http://bushitsu.blog47.fc2.com/, 2015.3.24 閲覧）
に詳しい． 
100「豊郷小旧校舎見たい アニメ『けいおん！』舞台で人気＝滋賀」（読売新聞 2009年 9







写真 6.5.2.2. 作品の舞台とみなされる講堂で演奏が始まるのを待つファンたち 




て開催しているオフ会であり，多いときには 200～300 名のファンが集まる．2011 年 11 月
6 日に開催された「ゆいあず Birthday Party」でも，多数の参加者がネットの呼びかけを通
じて集まり101，キャラクターの誕生日を祝っている（写真 6.5.2.3）． 
 
写真 6.5.2.3. 「誕生日会」に集うファン（2011 年 11 月 6 日 筆者撮影） 
                                                 













































表 6.6.1. 「趣味の表出」における趣都とアニメ聖地の比較 
 趣都 アニメ聖地 
地域 都市部 郊外 
メディア ビルの壁面，看板 絵馬，黒板，個人商店のウィンドウ 
目的 広告 交流，巡礼の証 





























写真 6.6.2. コスプレイヤーの撮影場所としても豊郷小学校旧校舎群は活用されている 




































                                                 

































7.2. 聖地巡礼現象を巡る現状  
 まず，アニメ聖地巡礼するファンを取り上げる前に，2015 年 3 月時点におけるアニメ聖
地を巡る現状について，政策的な点も含め，簡単に整理しておきたい． 
 これまで見てきたように，地域文化の固有性の喪失が 2000 年代に論じられる一方で，




































的には，2011 年 4 月～6 月にかけて放送された TV アニメ『あの日見た花の名前を僕達は
まだ知らない』（「あの花」製作委員会製作，フジテレビ系列放送）のモデル地域である埼玉




                                                 
（http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/shingikai/koryu/h18_sokai/05hokoku.html, 
2015.3.24 閲覧）を参照． 





挙げた湯涌温泉では，2011 年 10 月より作品中で描かれた架空の祭り（ぼんぼり祭り）をモ
デル地域となっている温泉街において実際に開催し，5,000 人以上のファンが温泉街を埋め
尽くしたという106．この祭りは毎年 10 月第 2 週に湯涌温泉街で開催されるようになり，
2015 年 3 月までに第 4 回まで開催されている． 
 
  
写真 7.2.1 第 1 回ぼんぼり祭り当日の湯涌温泉街の様子 









                                                 
106 「アニメ『花咲くいろは』の舞台で『祭り』再現 湯涌温泉，人にわく ／石川県」
（朝日新聞，2011 年 10 月 13 日，朝刊，石川全県版，29 面）なお，2012 年には，前年を
上回る 7,000 名が押し寄せた（「『花いろ』ファン７千人集結 湯涌ぼんぼり祭り」（北國
新聞 2012 年 10 月 7 日, http://www.hokkoku.co.jp/subpage/HT20121007401.htm, 
2012.12.28 閲覧）．このぼんぼり祭りは，現在計 4 回を開催しているが，毎年その来場者
を増やしており，2014 年開催の「第 4 回ぼんぼり祭り」では，12,000 人以上の来場者が
あったという．「４年目，地元に，ファンに定着 金沢・湯涌ぼんぼり祭りに１万２千
人」（北國新聞 2014 年 10 月 12 日, 





























                                                 


































                                                 
108 アニメ聖地巡礼現象が初めて論じられた山村高淑の論考が掲載された『国際広報メデ


























                                                 




4 年が過ぎた 2012 年 1 月 9 日の段階でメンバーは 99 名，2015 年 3 月 22 日時点でも 122
名に過ぎない． 
111 たとえば，先述した「-mixi-舞台探訪者コミュニティ」を管理する habusan 氏は，「舞
台探訪（聖地巡礼）時の大切なお願い」として，アニメ作品のモデル地域を訪れる際の地
域住民へのマナーや撮影した写真の扱いを詳細に説明した文章をネット上で公開している












写真 7.3.2.1 鷲宮町商工会ボランティア部（当時）のスタッフ証 





















































写真 7.3.3.1 アニメファンのたまり場となっている鷲宮のスナックと中華料理店の外観 















                                                 
113 もてぎ氏が運営しているブログ「もてぎの鷲宮神社参拝記．」




























                                                 
114 2009 年 10 月に関東ローカルで放送された『オタクと町が萌えた夏』（フジテレビ・オ
ルタスジャパン制作，フジテレビ放送）では，鷲宮を訪れる「オタク」の代表として彼を
取り上げている．なお，同番組は鷲宮町商工会が運営する鷲宮 SNS で視聴することがで

































                                                 






































されることで成り立つ概念である（鈴木 2006; 浅岡 2006）． 
117 たとえば，豊郷では，2009 年 11 月 7 日に県内外から集まった約 50 名のファンが旧校
舎を大掃除したという（「旧校舎，アニメの聖地に ファン続々 解体・保存で揺れた滋
賀・豊郷小」 朝日新聞 2009 年 11 月 10 日 [大阪]夕刊 10 面）．これは 2009 年以降，毎













































































りとして鷲宮で育った A 氏は 1980 年代前半に当時の鷲宮町を盛り上げるために有志とと




                                                 
118 2012 年 1 月 21 日・22 日に A 氏の自宅兼店舗にて非構造化インタビューを計 5 時間程
度実施した．聞き取り内容は，A 氏と鷲宮を訪れるファンとのかかわりや土師祭の現状だ











写真 7.4.1.1. 千貫神輿とらき☆すた神輿が並んで土師祭のクライマックスを盛り上げる 
（2010 年 9 月 5 日 筆者撮影） 
 









                                                 
119 2009 年にもてぎ氏がコミックマーケットにて発行した同人誌『もてぎぼん』（Project M 発
行）にその作業の詳細について，記述されている． 
120 「平成 17 年国勢調査 都道府県・市区町村別統計表（男女別人口，年齢（３区分）・割
合，就業者数，昼間人口など））」（http://www.e-





























                                                 










































































る地域側の事情と合わせて示した（第 7 章）． 





































































































盛り上げていくようなフィードバック構造が見られたのである（図 8.3.1 参照）． 
 
 























































































































































                                                 
122 「ラジオ・テレビが同時的に地球をカバーすることになったので，都市という形式は
意味を失い，機能を失っている．かつて都市は生産と相互交通の現実に関連をもってい




























































































                                                 






















晴レユカイ』ダンス『祭り』の事例から―」（2008年 1月, 『情報通信学会誌』25(3) 69-
81） 
「自己目的化するインターネットの『祭り』――『吉野家祭り』と『『ハレ晴レユカイ』ダ
ンス祭り』の比較から――」（2008 年 3 月，『関西学院大学社会学部紀要』104 139-152） 
 
第 3章 












晴レユカイ』ダンス『祭り』の事例から―」（2008年 1月, 『情報通信学会誌』25(3) 69-
81） 
「『総表現社会』における経験価値の創出－動画共有サイトのコンテンツを巡る事例から－」
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